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第33号

Hijicho 大阪市立大学新聞

LINE
Hijicho公式LINEアカウント
で最新ニュースを配信中!
@hijichoで検索!

写真＝市大広報室提供

Pick Up 2-3面 ◇ 庭ラボコンペ 最優秀賞は『イチダイ花壇』

ニュース
3-4面 ◇ 市大存亡の危機 vol.7

～無関心ではいられない～
Hijicho からのお知らせ ◇ 5面

コラム・連載
6-7面 ◇ 飲みたくないなら飲まなくて

良い！お酒を断る処世術
8-9面 ◇ きみはこれからなにをする?

法学部卒 仲岡駿さん
10-11面 ◇ おもろい学生おりまっせ!

第12回 山下瞬さん
～Red Bull Paper Wings ～

12面 ◇ 市大川柳

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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庭ラボコンペ 最優秀賞は 『イチダイ花壇』
平成27年3月13日(金)学術情報総合センター

にて「庭ラボ学生アイデアコンペ」が開催され
た。このコンペは、旧教養地区北食堂前に、学
生が授業の為のディスカッションや学習などを
できるオープンな庭を創る目的で開催されたも
のだ。応募は16作品あり、1次審査の書類選考
で5作品が選ばれ、2次審査では応募者達によ
るプレゼンテーションが行われた。このコンペ
の特徴は応募者が市大の学部生や院生であると
いう事だ。今回、最優秀賞に輝いた『イチダイ
花壇』の塩原裕樹 (工・M2)さん、浦田周兵
(工・M1)さん、鷹尾拓寛 (工・M1)さんのグ
ループにお話を伺った。

写真＝ (左から) 塩原さん・鷹尾さん・浦田さん

―どうして今回のコンペに応募しようと思った
のですか
浦田・鷹尾：前に違うコンペで一緒にやってい
た塩原さんに誘われたからです。
塩原：僕が声をかけましたね。それと僕は単純
にやりたかったからですね。やっぱり学内のコ
ンペというところに惹かれました。
―準備は忙しかったですか
塩原：そうですね。けっこう本格的なコンペ
だったので修論の関係で取り掛かりが遅れたの
が痛かったです。
浦田：応募の〆切が2月最終週だったので。塩
原さんの忙しさを考えつつ鬼のようなスピード
で取り掛かりましたね。
―最優秀賞に選ばれた時の感想をお願いします
塩田：嬉しかったです。僕は後輩と一緒にやっ
ていたので、選ばれてほっとした感じでしたね。
浦田：僕は大学に入って初めて光を浴びた気が
しましたね。今までのコンペは落ちていたので
すが、やっぱり1位って良いですね!
鷹尾：最優秀賞を初めてとれたので興奮してい
ました。僕も光を浴びたと思いました。(笑)

写真＝「イチダイ花壇」模型

―庭が完成した後はどう使ってほしいですか？
塩原：自然と人が通って気付いて欲しいですね。
設計するときにサークルの掲示板にも利用でき
るように考えていたので、そういう風に使えて
もらえれば良いですね。
浦田：屋根が特徴的なデザインなので、遠くか
らでもその屋根に気付いて、そのままそこでお
昼ご飯を食べてもらいたいです。
塩原：実は鳥小屋がついているんですけど、野
生の鳥がそこに入ってくれるのが最終目的です
ね (笑) 鳥にも設計を分かってもらえれば。
鷹尾：棚とかもあるのでそれもちゃんと使って
もらいたいですね。誰かが雑誌とかをそこに寄
付して、別の知らない誰かがそれを読んだり。
塩原：視えないコミュニケーションがすすむと
いいですね。

―賞金の10万円の使い道は
塩原：賞金は3人で3万円ずつ分けて、残りの1
万円はこの模型の費用です。
―3万円は何に使うつもりですか
鷹尾：僕は、そうですね、カメラを買う足しに
したいですね。
塩原：(鷹尾さんを指して)気取ってる!
浦田：生活用品・・・。今後のプレゼン用の
ジャケット・・・。カメラ・・・。日頃の感謝
をみんなに返していければ・・・。(笑)
塩原：僕はフランス料理食べに行きましたね
（笑）
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―では最後に、作品のPRをお願いします!
塩原：一番の推しは花壇を作りたい。と言うか、
それがコンセプトですね。
鷹尾：手すりから屋根までが一体になっている
ので、そういう工夫を分かってもらえたら嬉し
いです。
浦田：楽しみにしていてください!市大が生まれ
変わります!

最優秀作品のイチダイ花壇は今年度予算に
よって第1学生ホール前に建造される予定だ。
建築デザイン研究室グループ3人の熱い想いが
形になる日が待ち遠しいものだ。学内の空間が
学生によって創られているのは珍しい。いずれ
完成する市大花壇に訪れた方は、この熱い想い
を感じていただきたい。

文責・写真
大司雄大 (Hijicho)

市大存亡の危機
〜無関心ではいられない〜 vol.7

「市大存亡の危機～無関心ではいられない～」
は大阪府市大統合について様々な視点から切り
込んでいき、学生の皆さんに問題意識を持って
もらうことを目的としたコーナーである。
2014年10月28日に大阪市立大学のホームページ
にて「『新公立大学』大阪モデル」が公開され
たことに伴い、Hijichoでは2014年12月11日～
2015年1月14日にかけて、市大の教員を対象に
アンケート調査を行った。
杉本キャンパス内にある各学部(商学部除く)

事務室の教員用ポスト360人分にアンケート用
紙を配布した。有効回答数は26である。(尚、
商学部については連絡を取れる方に配布した。)

＜公表されたモデルへのコメント＞
「『新公立大学』大阪モデルに関して賛成で

すか？反対ですか？」という問いに対して、
「賛成」回答が2名、「反対」回答が13名、
「どちらともいえない」という回答が10名、
「未記入」回答が1名であった。そもそも回収
率の低さから、有効な回答であるのかは疑問で
はあるが、「反対」あるいは、「どちらともい
えない」とする回答が多かった。

賛成意見には「少子高齢化による大学数の減
少は否めず、本大学が統合することにより、ス
ケールメリットのモデルを作るチャンスにな
る」などがあった。反対意見には、「検討期間
が短すぎる」「これまで大学が培ってきた個性
が失われる」「設置団体からの圧力によってま
とめられた統合案である」などがあり、どちら
ともいえない意見には「総論としては賛成であ
るが、具体化するにあたっての細部が見えてこ
ない」「内容がよく分からない」「統合する場
合、しない場合におけるメリット・デメリット
が示されていない」などがあった。このことか
ら考察される事として、「行政の指示として改
革を進めており、具体的な方針や時期などを定
められていない」のではないだろうか。

＜「新公立大学」大阪モデルの教員への通達につ
いて＞
『新公立大学に関して大学から説明はありまし
たか？』という問いに関しては「はい」という
回答が10名、「いいえ」と答えた人が14名と、
回答が分かれる形となった。この結果の背景に
は、説明方法がネットやメール上での情報を

Hijicho
大阪市立大学新聞 Hijicho では共に情報を
発信し、市大を熱くする仲間を募集してい
ます。上回生も大歓迎!
活動内容:新聞制作、取材活動、WebやSNS
を通じての情報発信、イベント企画、BOX
管理、等…
活動場所:学内外を問わず幅広く
活動日:週に一度の編集会議＋取材・記事執
筆活動 ※兼部も可能
連絡先:大司 雄大（新歓担当）
Mail:kinno.pex@gmail.com

大塚 成美（代表）
Mail:marimosan.i8i@gmail.com

○4月の新歓情報○
4月10日・14日・21日・22日・28日
いずれも４限後開催！！
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「説明」に含むかという認識の相違があるので
はないかと考える。
そして、その教員の意見の中に以下のような
ものがあった。
－学長が構成員全員に対する説明会を開くべき
でしょう。また、学生は、自分たちの大学の問
題として、学長に対し、説明会の開催を求める
べきでしょう。
こういったコメントからも窺えるように、現
在の大学執行部は教員や学生や職員を蔑ろにし
ているように見られても否定しきれないだろう。
今後、大学側から公表される新大学構想関連の
通達については信頼できる形で行われたいもの
だ。理事長を兼任している学長は、学生や職員
や教員に向けた質疑応答の場を設けるのが妥当
ではないだろうか。学生も新大学に関する公開
されている情報や、変化などに少し敏感になっ
てはいかがだろうか。

市大の教員は新大学に伴う研究面の変化につ
いてどのように考えているのだろうか。
現在、研究面で府立大学との交流があるか、又
はそのような機会がほしいかを尋ね、今後の研
究分野の展望を考察する。
アンケートの結果、『現在研究面で大阪府立大
学と交流がありますか？』という問いに対し、
「はい」と答えた方は7名、「いいえ」と答え
た方は18名(未記入1名)であった。このことか
ら、現状として交流はそれほど活発でないこと
が伺える。また、大阪府立大学との交流がない
と答えた方に交流がほしいかどうかを問うたと
ころ、「大学間の交流は必要だが、大阪府立大
学に限らず、さまざまな大学と交流したいと思
う。」、「大阪府立大学に自分の研究分野に近
い研究室があれば、すでに交流している」とい
う意見があった。また、「研究の必要があれば、
こちらから個別にコンタクトをとるので、府市
大統合にあたって大学から交流を設定してもら
う必要はない」とする意見もある。研究者とし
て大切なのは自身の研究環境であり、それに府
市大統合が悪い影響を与えなければ構わないと
する傾向が読み取れる。
「新・公立大学」大阪モデルで公表されている、
府市大統合によって期待されている学術面・研
究面の効果として「高い学術性と広い学際性を
併せ持つ総合大学が誕生することによる多様な
人材の育成」、「両大学の領域の垣根を越えた
融合研究の展開」というものが挙げられている。
しかし、両大学の具体的な教育組織編成・キャ
ンパス配置の正式な発表はまだなされていない。

＜キャンパスについて考察＞
また同案で公表されているキャンパス配置では、
各研究分野によってキャンパスが分かれている。
しかし、今の大阪市立大学杉本キャンパスには
医学部を除くすべての学部が存在しており、総
合大学の魅力をもっているといえよう。実際、
筆者が大阪市立大学に進学した理由のひとつに
総合大学であることがある。つまり、ある一つ
のキャンパスに様々な学部が結集しているため
に、共通教育科目で様々な分野の講義を受ける
ことができたり、部活動などの交流で文理を超
えた他学部の教授や学生たちと交流することが
できるなどして、自分の専門分野にとらわれな
い見聞を広めることができたように思う。しか
し、もしこの新大学案が成立し、学術分野別の
キャンパスになれば、学生間、学術間の交流が
小規模かつ閉塞的なものになってしまうのでは
ないか。両大学合併により表面的に規模が拡大
しても、内面的に縮小してしまうのではないか。
それで本当に総合大学と名乗ることが出来るの
か、疑問が残る。

＜まとめ＞
教員向けアンケートを基に新公立大学に関して
考察すると、様々な課題が見えてきた。
2015年2月27日には新しく「『新・公立大学』大
阪モデル（基本構想）」が公開された。
基本構想ではグローバル化を見据えた新大学を
掲げている。しかしながらこの基本構想もこれ
までと同じく理想論しか述べられていないよう
に思われる。一方で、大学を所管する文部科学
省では極一部のG型(グローバル型)大学とそれ以
外のL型(ローカル型)大学に分離する、大幅な大
学改革も議論されている。この議論のように、
もしグローバルとローカルの二極化が進んだと
き、市大がグローバル化に向かうならば、地域
に根ざす公立大学としての意義を失ってしまう
かもしれない。
今後大阪市立大学がどのような方向に向かうべ
きか、注意深く検討していく必要があるだろう。

文責
新大学について考えるデスク (Hijicho）
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マダム鳥子の
うるさいわね！

～今日も悩める雛鳥たちから～
読者の方からのお悩みにマダム鳥子 (ちょうこ) がお
答えします。鳥子は鳥なので皆様のお悩みを解決でき
るか分かりませんが、風切り羽でスパッとお答えしま
す。どんなお悩みも受け付けます。
皆様のご応募お待ちしております。

あなたのお悩みをマ
ダム鳥子に相談しま
せんか?  相談は下の
QRコードから!

○応募要項
ペンネーム・所属 (掲載は致しません。)
相談内容
○注意事項
個人、団体が特定されること、誹謗中傷はおやめ下さい。
他人の権利に触れる投稿や二重投稿はご遠慮ください。
webや紙面で公開される場合があります。
掲載の際は表現を変えたり一部を削除したりすることもあります。
応募多数の場合は厳選させて頂きます。
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春、それは出会いと別れの季節である。
学生の誰もが最も身近にこれを感じるのは、
やはり卒業と入学であろう。級友との涙の
別れを経て、次の天地へと赴き、新たな友
と出会う。この記事を読んでくださって
いる在学生の皆さんなら、おそらく誰もが
経験してきた事だろう。
そして新入生のみなさんは当事者として、
一つの節目に立っている。入学おめでとう、
ようこそ市大へ。

さて、そんな季節につきものなのは、
やはり酒宴の席だと言える。とどのつまり
が「飲み会」である。特に大学生は、
「誰かを送り出す」「誰かを迎え入れる」
となると、それを口実に飲み会を開くもの
である。おおよそは自分が飲むため、
そして場を共にする仲間と楽しい時間を
共有することが目的である。そのためなら、
理由は何でも良いのだ。
しかし、ここできちんと思い出して欲しい。

日本では法律によって「お酒が飲めるのは
20歳から」と定められている。新入生の
大半と在学生の一部には法律上、飲酒が
認められていないということになる。
もちろん10代に飲酒を勧めることなど

あってはならない。しかし勧められる側
にも、自制の心と毅然と断る態度が求め
られる。これは当然のことである。新入生
のためにあえて言えば、大学は高校までと
違い、叱ってくれる先生はもういない。
一人暮らしの学生にいたっては親の目すら
届かない自由な生活となる。だからこそ、自分
の身は自分で守ることが必要になってくる。
「善意で酒をすすめる者ばかりではない」とい
うことを、ここではっきりと断言しておきたい。

「だけど、付き合いってものがあるやない
か」とおっしゃる方もいるだろう。大学という
場であれば「先輩にすすめられたお酒を断れな
い」という意見にも大いに合点がいく。右も左
も分からない大学生活のスタートにおいて、
「場の空気を読まずに不和を生むのでは？」と
いう恐怖を抱くのも当然であろう。それに、
「大学生ってこういうもんだよ」と言われてし
まえば、出されたお酒をついつい飲んでしまう。
安易に想像のつく流れである。

では、どのようにお酒を断れば良いのだ
ろうか。
以下にいくつか用例を挙げてみたので、

読者の皆さんはぜひ参考にしていただきた
い。

(1)真っ先にソフトドリンクの有無を聞く
例：「ノンアルコールってありますか？」
これは、飲み会の場に座ったあなたが、

速攻をしかけて相手を牽制する方法である。
お酒をつがれる、あるいは頼まれる前まで
に、「ノンアルあります？」「ソフトドリ
ンクのページ見せてもらっていいです
か？」と周囲に聞こえる声でアピールする
ことが重要である。そうすると、善意の人
たちは「あっ、飲まないんだな」「弱いの
かな？」などと、お酒をすすめる手を緩め
てくれる。また、何者かがしつこく迫った
時に「その子は飲めないだろ」と守ってく
れる人が現れる可能性もある。
しかしこの方法だけでは「えー、飲まな

いの～？お酒飲もうよー」としつこく迫る
人間に対処できない。その場合は(2)以降を
参考にしてほしい。

(2)帰りに運転する必要をアピールする
例：「すいません、駅から原チャなので」
わからない人に解説すると、原チャとは

原動機付き自転車、ミニバイクだと思って
もらえればいい。お酒を飲めば飲酒運転に
なると伝えれば、相手は引き下がらざるを
得なくなる。

飲みたくないなら飲まなくて良い！

お
酒
を
断
る
処
世
術

この方略において大切なのは「なめらかな嘘を
付くこと」である。「こう返されたらこう答え
よう」などと、あらかじめシミュレーションを
練っておくことが必要である。たとえば「押し
て帰ればいいよ」と返された時は「我が家は急
な上り坂を20分以上歩かなくてはならないの
で」と答える、などである。
もし、それでもしつこく迫ってくる場合は、

その場の監督責任者を呼んで飲酒運転になると
訴えよう。監督責任者は飲酒運転の可能性があ
ると分かっていながら相手にお酒を出してはい
けないと法律で決まっている。(道路交通法65
条3項)
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(3)体調不良を訴える
例：「あまり体調気分が優れないので・・・」
気分が優れないと申し出ることで、その場は

あなたに酒をすすめてはいけない雰囲気になる。
そもそも実際、あなたは「お酒はあんまり飲み
たくないな」と思っているので、気分が優れて
いないのだ。「物は言いよう」というものだ。
しかし、それだけでは飲み会の楽しい空気を

盛り下げてしまいかねない。そこで必要なのは、
次の一言だ。
「でも僕、いろんな人と仲良くなりたいんで、

飲み会は楽しませてください！」この一言があ
れば、周りは「コイツええ子や～ん」と可愛
がってくれるだろう。しかしここでも注意が必
要だ。それは、調子に乗ってはしゃぎすぎない
ことだ。あくまでも体調不良のフリをしている
と忘れずに楽しもう。

(4)酔ったフリをする
この方法は一滴も飲みたくないという人には、

残念ながら使えない方法である。しかし、あま
り飲み過ぎないようにするということであれば
有効な手段である。なぜなら、この方法であれ
ば飲み会の雰囲気を壊すということはそうそう
無いからである。では、具体的にどうするのか
を見ていこう。
飲み会は必ずと言っていいほど乾杯の音頭か

ら始まる。あなたは乾杯の発声に合わせて、お
酒に口をつけよう。本当はグラスの半分くらい
は飲みたいところであるが、特にアルコール初
心者は一口だけでも構わない。そして飲んだあ
とは、周りの人々と大いに盛り上がろう。
さて、そこからである。しばらくは羽目を外

して大いに盛り上がってくれればいいのだが、
ある瞬間からひたすら笑い続けよう。何か面白
いことがあるわけでもないのに、突然笑い出そ
う。すると周りは「この子大丈夫?」と心配し
てくれる。しかしここで、酔ったアピールをし
てはいけない。必ず「ダイジョウブ~、大丈
夫！」と笑って返事をしよう。すると周りは不
思議なことに「この子大丈夫じゃないわ」と気
遣ってくれるようになる。
あとは頃合いを見て、具合悪そうにトイレへ

と立とう。するとあなたは、晴れて周りから
「これ以上お酒飲ませちゃダメ」認定を受け、
それ以上お酒を強要されることもなくなるだろ
う。
もし酔っ払ったふりを勉強したいという真面

目で酔狂な読者の方がいれば、動画検索をして
みて欲しい。

(5)キッパリ断る
もし本当に飲みたくないなら勇気を持って断

るのが良い。盛り上がりも何のその、飲みたく
ない時はハッキリ飲まないと宣言する勇気を
持ってほしい。
そして、もし断っても飲まそうとする者がい

れば離れて座れば良いし、最悪はその飲み会を
退席すれば良い。あるいは飲み会だけは出席し
なければいい。「お酒を飲まなければ仲間じゃ
ない」とでも言うような集団なんて、こちらか
ら関係を断てば良いのだ。

飲酒事故というのは、決して珍しい話ではな
い。昨年度には、関東の某大学では過剰な飲酒
による集団昏倒事件が発生している。幸いにし
て死亡者はいなかったが、何名もの女子大生が
昏睡状態になったことから世間を賑わした。
飲酒事故で大学生が死亡する事故は、ほぼ毎

年起きている。死亡の主な原因は2つある。
1つは急性アルコール中毒によるものである。
アルコールは脳を麻痺させる性質を持っており、
生命維持に関わる部分に麻痺が起こると呼吸機
能や心肺機能が維持できなくなり死に至る。そ
してもう1つは吐しゃ物を喉に詰まらせての窒息
死である。眠っている最中であったり意識が混
濁している場合、吐しゃ物が逆流して気道をふ
さぎ、呼吸困難を引き起こすというものである。
その他にも、飲酒後の酩酊状態で高層階の窓か
ら地上に転落したものなど、様々な死亡事故が
起きている。
また、「飲み会の席で同席した女性から『財

布の現金を奪われた』と言いがかりを付けられ、
後日金銭を要求された」という事例や「朝起き
たら、知らない異性の部屋で寝ていた」という
話も聞いたことがある。このようなトラブルを
防ぐために、過度の飲酒は避けたいものである。
そして、これらすべてにあてはまることは

「適切な飲酒であれば起こらなかった事故であ
る」ということである。自分が節度を持って飲
み過ぎないことを心がけていれば、このような
事故やトラブルは防げるのだ。
これから先のシーズン、歓送迎会や懇親会や

合宿など様々な飲酒の機会があるが、なるべく
安全で体に負担をかけない飲酒を心がけたいも
のである。そのために、紹介した例だけでなく、
飲み過ぎない方法や飲みたくない時に断る方法
を自分なりに考えて対処することが重要だ。そ
して、「お酒は適度に飲んでも楽しいものだ」
ということを肝に銘じて、楽しく美味しいお酒
を楽しもう。
文責 大谷学 (Hijicho)
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きみはこれからなにをする？
第2回法学部卒仲岡駿さん

このコーナーは、大阪市立大学を卒業した
OB・OGが現在どんな人生を歩んでいるのか、
どんな志を持って生きているのかを紹介してい
くコーナーです。

2008年に大阪市立大学法学部を卒業された、
仲岡駿さんは、関西大学法科大学院を経て、
2014年司法試験に合格されました。（弁護士を
目指して、司法修習中です。）

―弁護士を志した理由は何ですか
主な理由は、二つあります。一つは、人権問

題研究のサークルに入って色々な人と出会った
こと。もう一つは、「ゆるぎないもの」が欲し
かった、ということです。この二つは、司法試
験の勉強をしている間もずっとありましたね。
法学部だから、なんとなくそういう道に進む
だろうと、もともと思ってはいました。学生の
頃は、それほど強く意識していたわけではない
んです。でも、市大の部落系の人権問題研究
サークルに所属して、浅香の障がい者会館、被
差別部落であったり、民族学校などで色々なマ
イノリティの人々に関わるうちに、弁護士を目
指そうかなとふと思ったんです。しんどい思い
をしている人たちに寄り添いたいと考えました。
そうして、周囲の人からの声や「マイノリティ
の力になってほしい」などの想いが、自分のな
かに少しずつ積もっていきました。それが後々、
私の背中を押したんです。

―「ゆるぎないもの」というのは？
自分自身が生きていくためです。
いまの世の中では、私のようなトランスジェ

ンダーが生きていくということは闘いです。就
職差別もまだまだ残っていて、トランスジェン
ダーの就ける仕事は限られているのが現状です。
セクシュアル・マイノリティ（以下、セクマ
イ）だからという理由で就くのを躊躇わないと
いけない仕事がたくさんある、そういう現状を
変えたいと思いました。
いまは「おねぇブーム」なんていうものがあ

りますが、あれはテレビの中だけです。実際に
は、家族に言うのも、友だちに言うのも、職場
で言うのも大変なことです。そんな中で、セク
マイはどこかで傷つきながら生きています。
「たとえ現実がそうであっても、堂々と働け
る」それを私は実現したかったんです。

写真＝仲岡駿さん (藤田写す)

私が堂々と生きていれば、それに続く人もいる
のではと思って。だから、揺るがないものが欲
しかった。手に職を付けたかったんです。

―セクマイの方でロールモデルにしている方は
いますか
ロールモデルというと少し違うかもしれませ

んが、私の背中を押してくれた人ならいますよ。
5年くらい前にトランスジェンダーの交流会に
参加する機会があって、私はそのときまだ男性
の姿で迷っている状態でしたが、トランスジェ
ンダーの方に、「あなたならいけるよ」「あな
たなら、行きたい方へ行けるよ」と言ってもら
えたんです。結局、その人とはそのとき一度き
りの出会いでしたが、私にとっては転機になり
ました。
セクマイというのは孤立します。例えば民族
的マイノリティの場合、家族もそうであること
が多いと思いますが、セクマイは家族もセクマ
イというわけではありません。
親や家族が味方ではないんです。そういうと

きに、孤立した心を後押ししてくれる存在とい
うのは、必ず必要になると思います。
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実は、私はカミングアウトをせずにいこうと
思ってたんです。一気に今の状態にはならず、
徐々に徐々に変化していけば、段階を踏んでい
けば、「あれ、いつの間にか」になると思って。
だから少しずつ、変えていきました。でも、い
まは「位置づけ」が求められる世の中ですから。
だから「サービスでカミングアウトしてる」っ
ていう感じなんです(笑)

―それは司法試験の勉強をしながらですか
そうです。だから、試験の勉強をしている間

はつらかったですね。私の場合、試験のことと、
自分のこと、二つのことで悩まないといけな
かったので。「試験に受からなかったらどうし
よう」「受からなかった私は世の中に見捨てら
れるだろう」そう悲観的になって考えてしまっ
て。最悪のことを考えたことも何度かあります。
一番つらかったのは、試験を受け控えたときで
す。試験を受けなかった自分に、精神的にま
いってしまって。そのときは、体が動かないと
いうことを経験しました。そのときまでに、
「精神的にしんどくて体が動かないなんて甘え
じゃないの？」と思ったことがあったんです。
でも、いざ自分がそういう状況になると、歩い
ていても座り込んでしまうなど、本当に体が動
かなくなることがあるんだと思いました。だか
ら、そのときの「自己嫌悪」、それが一番つら
かったです。

―その状況をどうやって乗り越えたんですか
私はそのとき、知的障碍者のヘルパーをして

いたんです。しんどいからって私が仕事を休む
と困る人がいたんですね。仕事とはいえ、その
必要とされているという状況が、私を動かす原
動力になって復活することが出来ました。

―司法試験に受かった今、将来どのようなこと
をしたいと考えられていますか
司法試験に合格して蓋を開けてみると、実は

「弁護士」という肩書きがそれほど揺るがない
ものではないということが分かりました(笑) 弁
護士も就職難ですし。
しかし、しんどい思いを抱えている方々を見
てきた中で、そういった人々に寄り添えるよう
な人でありたいです。そのために法律を使える
ような弁護士になりたいです。
私は、なるべく立場の弱い人の側の立場に

立って物事を考えようとします。例えば、ひと
りぼっちの人を見ると、声をかけてしまう。も
ともと人の話を聞くのが好きだ、ということも

ありますが、自分自身も幼少期からひとりぼっ
ちで、周りから孤立してきました。
だから、自分が独りだったときに、誰かに声

を掛けて欲しかった気持ちが残っているのかも
しれません。弁護士としても、世の中でつらい
思いをしている人に寄り添っていたいです。世
の中は良い方向に変えていけると信じています。

＜市大生へ一言＞
なるべく他人や世の中に関心を持って生きて

ほしいですね。
目先の楽しみだけ追っていると、その時々は

楽しくても、振り返ったときに空っぽだったと
気付くことになると思います。自分とは違った
立場の人がいるということ、その方々の気持ち
を考えて、想像力を膨らませてみれば、面白い
人生になるのではないでしょうか。

※注釈
・セクシュアルマイノリティ…性的少数者と訳
される。割り当てられた性別に従って生きるこ
とや異性愛者であることが「ふつう」とされる
社会において、「ふつう」からは外れる多様な
性を生きる人たち（LGBTなど）を総称して使う
ことが多い。
・トランスジェンダー…生まれ持って割り当て
られた性別とは異なる性別を生きる人たちの総
称。性別越境者と訳される。

文責
石原奈甫美 (Hijicho)
藤田悠以 (Hijicho) 

いつでもどこでも、市大・地域の
最新ニュースが手に入る！
便利な Hijicho Webを活用して
充実したキャンパスライフを！

Hijicho Web はこちら

Web 以外でも、Twitter
やLINEでも情報を発信
しています！

Twitter & LINE：@hijicho
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「おもろい学生おりまっせ！」は、大阪市立
大学で活動している個性溢れる大学生を取り上
げ、紹介していくコーナーです。

読者の皆さんは「Red Bull Paper Wings」と
いうイベントをご存じだろうか。このイベント
は大学生と専門学校生を対象にした紙飛行機の
世界大会であり、2006年から3年ごとに行われ
ている。今年は5月にオーストリアのザルツブ
ルクで「Red Bull Paper Wings 2015 World 
Final」が開催される予定となっており、この大
会に出場する日本代表を決める日本大会、及び
それに向けた地方予選が2・3月に行われた。ま
た、この大会は企画・運営も全て大学生が行っ
ているという特徴がある。
今回の「おもがく！」では、市大でこのイベ

ントの運営に携わっている経済学部新4回生の
山下瞬さんに迫った。

写真＝山下瞬さん
(Red Bull PAPER WINGS実行委員会提供)

山下さんはどのような役割を担っているのです
か?
―関西の主要大学に1人ずつ居る、「Red Bull 
Paper Wings」の実行委員の市大担当を務めてお
り、広報などをしています。ちなみに関西地区
の実行委員は20人程度います。

どのようなきっかけでこの企画に携わることに
なったのですか?
―「Red Bull Paper Wings」に携わっている知人
から、市大担当を探しておりこの大会の企画に
参加してみないかという誘いがありました。こ
の話を聞いて、とても興味が湧いたので実行委
員をやってみることにしました。2014年11月か
ら企画に携わり、毎週2回ほどミーティングをし
て準備を進めました。

企画をする上で良かった点と苦労された点につい
て教えて下さい
―良かった点は2点ありますね。1点目は先見性
を養うことが出来たという点です。具体的には
イベントを企画する時点で大会当日に起こりう
るアクシデントなどを想定し、それを盛り込ん
で企画をすることです。先を読んで行動するこ
とはこれからの人生に大いに役立つのではない
かと思いました。2点目は客観的視点を持つ事が
出来たという点です。自分が持っている参加者
としての目線を意識して企画することによって、
より多くの人が楽しめるよう工夫しました。
苦労した点はやはり集客ですね。自分で紙飛行
機を飛ばした時に感じた魅力、つまり童心に
帰ったような楽しさを伝えることがすごく難し
かったです。そこで紙飛行機の魅力を伝えるた
めに体験会(アクティベーション)を行いました。
実際に紙飛行機を投げてもらうことで、体験し
た人がその魅力に気付いてくれるのではないか
と考えました。紙飛行機を投げた後には体験者
がみんな笑顔になっていたので、少しは魅力を
伝えられたかなと思いました。
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企画を運営する魅力は何ですか?
―企画を運営することによって、他者に対して
興味を持ってもらうきっかけを作れることです。
今回の企画では、今まで紙飛行機に興味が無
かった人に紙飛行機の魅力を知ってもらうきっ
かけを提供出来たと思います。他人のきっかけ
作りに自分が携われていると思うとワクワクし
ますね。

休日はどのように過ごしていますか?
―まずはしっかり寝ます。目が覚めたらテレビ
で録画した番組を見ます。

もし20万円あったらどのように使いますか?
―今まで一度も海外行ったことがないので、海
外旅行に行きたいですね。サッカーの試合を観
ることが好きなのでヨーロッパに行きたいと思
います。

もし1回生に戻れるとしたら何をしますか?
―自分は軟式野球部に所属して部活をやってい
たので違うことをしてみたいです。
まずは1年ぐらい海外留学をしたいですね。外
国語を学びたいと思います。

今後の目標を教えて下さい
―まずは自分に合った就職先を見つけることが
目標ですね。その後は残りの学生生活を満喫し
たいと思っています。

市大生に一言お願いします
―しっかり働いて、しっかり遊ぶということを
目指して欲しいと思います。自分は環境の変化
が人を変えると思っているので、様々な場所で
働いたり遊んだりして欲しいですね。

From Editor
筆者はこのインタビューで企画の魅力を垣間見
ることが出来た。企画をすることによって、
「先見性」や「客観的視点」を養うことが出来
るとは思っていなかったので、新鮮な驚きを感
じた。また「環境の変化が人を変える」という
言葉も印象的だった。時間のある大学時代は
様々なことに挑戦出来る良い機会であると改め
て感じた。

文責
山原怜太朗 (Hijicho)

写真＝日本代表を決めたジャパンファイナルの様子
(Red Bull Content Poolより撮影:Jason Halayko)

おもろい学生募集中!

Hijicho では連載コーナー『おもろい学生
おりまっせ!』にふさわしい、個性あふれる
市大生を募集しています。

○応募資格
・大阪市立大学または大学院に在籍中の学
生の方（自薦・他薦は問いません）
○応募先
Mail:hijicho@gmail.com まで件名に「お
もがく推薦」と明記の上、必要事項（推薦
者名・連絡先・推薦理由）をメールでお送
りください。
※応募者から厳選の上、取り上げる人を決定いた
します。

個性ある市大生からのご応募をお待ちして
おります!
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大阪市立大学新聞 Hijicho では、市大生の声や想いを大学内で共有すべく、市大や市大
生の生活に関する川柳を募集しています。毎月テーマを設け、それに沿って優秀賞など
の選考を行い、翌月の紙面（Web版なども含む）にて発表させていただきます。
第四回目となる4月号では、テーマ「春」に合わせ多くの作品をご応募いただきました。
ありがとうございました。
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5月号のテーマは『暇』です。みなさまのご応募お待ちしております。

<選考基準> ・テーマに沿っていること
・市大、もしくは大学生の生活に関するないようであること
・五七五を目指していること
この3つの基準をもとにHijichoの選考委員が選考いたします。
<募集締め切り> ５月号分（テーマ『暇』） 2015年4月20日まで
<募集要項>右上のQRコードより専用応募フォームにアクセスの上、ご応募いただくか、
hijicho@gmail.com まで件名に市大川柳、本文に所属、氏名(ペンネーム可)を明記の上お送りください。
※作品は紙面やWebに掲載されることがあります。テーマ以外の作品でも構いません。

作品応募はこちらから


